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今後の瀬戸内海の水環境の在り方懇談会資料 

 
【発表者：（社）日本鉄鋼連盟 環境・エネルギー政策委員会土壌・水質分科会主査 正保 剛】 

項 目 内 容 

1.発表テーマ 

 

鉄鋼業における総量削減への取組み 

 

2.課題 

 

 

 

瀬戸内海への排水処理対策には国の総量規制が始まる前から莫大な投

資額を費やしてきた。近年においてもその努力は変わらず、高炉会社では、

１社あたりで、毎年、数億円規模の設備投資額を継続している。それにも

かかわらず、昨今では、栄養塩の減少、鉄分不足といった削減過剰とも考

えられる現象と共に、赤潮が相変わらず発生するという相反した現象が起

きており不可解な状況にある。早期に原因を突き止め、無駄かもしれない

投資を避けることが鉄鋼業に限らず産業界全体の課題である。 

 

 

 

 

3.対応（提案） 

 

 

 

磯焼けや栄養塩不足が起こる原因は、国土全体の問題にあるかもしれな

いが、それではあまりにも問題が大きく、対処に時間がかかる。人為的な

方法で自然が自ら持つ治癒力を助けるような方法を導入していくべきで

ある。 

 

 

 

 

4.今後の瀬戸内海の

方向性について 

 

 

 

環境分野では、リスクコミュニケーションが欠かせないのが常であり、

水に限らず、様々な分野で地域住民・自治体・事業所といった組み合わせ

で話合いの場が設けられている。 

瀬戸内海は広大なため、上記のステークホルダー以外の漁業者や観光客

などを含めた意見を纏めるのが容易ではないことが想像されるが、今後も

共同で総合的に考えていくことが必要と考える。 

 

 

 

 

＊上記の内容で各分野における内容を説明していただき、懇談会委員と意見交換を行います。 

 



3 

 

 

 



4 

 

 

 



5 

 

 

 



6 

 

 

 



7 

 

 

 



8 

 

 

 



9 

 

 

 



10 

 

 

  

 

 


